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博士論文紹介

｢パターン認識における自動特徴抽出に関する研究」

岩崎正宏［博士（工学）2001年３月取得（名古屋大学）

キーワード：パターン認識、ニューラルネットワーク、連想記憶、自己組織化

〈要約＞従来のパターン認識技術の多くは､抽出すべき特徴を設計者が事前に決定することを前提としていた。

それに対し本論文では、動的な環境における自動特徴抽出を目的とし、入力パターンに適応しながら自動的に特

徴抽出が可能な手法を提案した。１）注意現象に基づいた連想記憶システムを構築し、パターンの特徴を自動的

に抽出し、抽出した特徴を注視点として用いて、暖昧なパターンに対しても柔軟な情報処理が可能であることを

示した。２）脳のコラム構造に基づいた自己増殖型自己組織化モデルを構築し､逐次入力されるパターンに対し、

自動的にネットワークのサイズを変更しながら学習を行うことで、自動的かつ逐次的な特徴抽出が行えることを

示した。３）上記提案モデルを用いて、複数パターンに共通な特徴および識別に有効なパターン固有の特徴を並

列的かつ自動的に抽出する手法を提案した｡以上のように､パターンから自動的に特徴を抽出する技術を提案し、

動的な環境への適応性に対する性能を向上した。
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｢ClassificationLearningandRuleExtractionSystemsusingExtendedGenetic

ProgrammingforDataMining（データマイニングを目的とした遺伝的プログラミン

グの拡張による分類学習システムとルール生成システム)」

新美礼彦［博士（工学）2002年３月取得（桐蔭横浜大学)］

キーワード：データマイニング､遺伝的プログラミング､決定木学習､相関ルール分析、

組合わせ学習

〈要約＞本研究では､遺伝的プログラミング(以下､ＧＰ)を用いたデータマイニングについて論じたものであり、

ＧＰと分類学習手法の組み合せによるデータマイニング手法を提案し、これについての有効性の検証を行った。１

章の序論、２章、提案する手法の核となるＧＰについて説明に続き、３章では、ＧＰと決定木構築法を組み合わせ

る手法を提案し、４章では、ＧＰと相関ルール抽出法を組み合わせる手法を提案し、５章では、ＧＰと論理関数を

組み合わせた手法を提案した。６章では、ＧＰに変更を加えることにより、ＧＰが大規模データマイニングにおい

ても十分に利用可能であることを明らかにした。改善手法として、オブジェクト指向の組み合わせ学習、無効ノ

ード削除と連続値属性適応処理の２つの強化学習を組み合わせる方法、交叉個体を複数指標により選ぶ方法の３

つを提案した。７章は、本論文における提案手法を総括し、さらなる改善の可能性について検討した。
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